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「 無人化を目指せＲＰＡ 」 
 

 

 

AI を使ったロボティック・プロセス・オートメーション（Robotic Process 

Automation, RPA）は、実に衝撃的です。 

 

これによって、事務（ホワイトカラー業務）の効率化・自動化の取組みが 

無人で出来ます。 

筆者の経験でも衝撃的でした。 

かなりの請求業務（ベテランのスタッフが２人がかりで２日掛かっていた業務が、PC

が勝手動いてやってくれました。） 

当の担当者が、「うそみたい！」と言っていたくらいです。 

多分 RPA が普及しますと、かなりの事務の効率化が出来そうです。 

 

 

マネジメントも無人化する？ 

 

ＡＩが社長の職を奪うという記事や、話題が出てきました。 

「マネジメントも無人化できる」という話です。 

社長さんがいなくなると、一番困るのは、会計事務所です。 

そろそろ、私達の職業の死が来そうです。 

ともあれ、AI 社長は感情が入らないだけ、人間より、ドライな判断が出来そうす。 

社長がいない会社になれば、資本家とスタッフしかいなくなる？ 

そうなるかどうかは分かりませんが、 

一部でも、マネジメントの無人化は進めておいた方がよさそうです。 

 


